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・貫通孔の大きさに限界 
・バリ・加工屑の発生 
・サイズ、加工パターン
の変更が困難 

・金型の耐久性 

レーザ
加工部 

電池製造
ラインへ ワーク 

(金属箔) 

たわみ
修正部 

平成27年度 受託研究（経済産業省：戦略的基盤技術高度化支援事業）  

二次電池の集電体に用いる孔あき金属箔の製造について、インライン
化が可能なレーザ加工技術を開発するとともに高性能な集電体を製造
するための研究を行います。 

・集電体の性能評価および二次電池性能試験の実施 

・孔あけ加工後における金属箔のたわみ修正機構の開発 

次世代型二次電池の集電体孔加工におけるインライン化
を可能にするレーザ量産加工機の開発 

事業管理機関：（公財）にいがた産業創造機構 
研究参画機関：（株）ワイヤード、板垣金属（株）、長岡工業高等専門学校、神奈川大学、新潟県工業技術総合研究所 

研究概要 

研究項目 

レーザ加工 

現状の製造工程 本課題（レーザ加工） 

エッチング 

・小径孔の加工が可能 
・高速加工 
・サイズ、加工パターン
の変更が容易 

・箔へのダメージがない 
・電池製造工程内でのイ
ンライン化が可能 

・貫通孔の大きさに限界 
・生産速度が遅い 
・工程が複雑 
・廃液処理が必要 

ロールプレス 


